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1．はじめに 

著者らは，地下空洞型処分施設における閉鎖後長期の管理に資するモニタリング技術の確立やその実証試験の

必要性に鑑み，中深度処分施設の人工バリアや周辺岩盤の長期にわたる機能確認方法の確立を目的とした調査・

検討を進めている 1)．本報告では，中深度処分施設の各部材（コンクリートピット，充てん材，低拡散層，低透

水層，埋戻し材等）が長期に亘って健全であることを確認するための機能を挙げ，人工バリアに要求される長期

性能に関する影響因子を調査，検討し，安全機能に関する重要パラメータを抽出した．また，それらのパラメー

タのモニタリング期間における変化の可能性を検討し，計測対象項目について整理した． 

2．人工バリア材に対する影響要因と影響機構の整理 

(1)中深度処分施設における考慮事象の整理 

モニタリングによる人工バリアの長期性能の確認は，段階ごとに要求される基本安全機能を確認することにあ

る．中深度処分施設の基本安全機能は，長期状態を考慮する埋戻し後以降においては移行抑制であり，そのうち

セメント系材料の主要な機能については【核種収着性】および【低拡散性】（低拡散層のみ），ベントナイト系材

料の主要な機能としては【低透水性】と整理される． 

中深度処分施設における安全機能に影響する考慮事象は，本来地点毎に設定されるべきものであるため，ここ

では，土木学会 2)3)で示されている長期状態評価において考慮すべき主要な現象や影響要因を整理して用いた． 

(2)要求機能と状態変化，影響要因の整理 

土木学会で示されている埋戻し後の人工バリアの状態に影響を及ぼす要因（例）3)を基本として、長期状態評

価において考慮すべき主要な現象や影響要因の相互関係を整理した（相関図例：図-1）．この整理した相関図を

用いて，人工バリアの安全機能から状態変化及び影響要因へと逆に追跡することにより，関連パラメータを抽出

した（抽出例：表-1）． 

 
 

図-1 影響要因，状態の相関図例(セメント系材料) 
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3．人工バリアの安全機能に関する重要パラメータの抽出 

(1)安全評価上感度の高いパラメータの抽出 

安全評価に影響するパラメータを対象として文献調査 2)～6)

を行い，感度解析の実施事例等に基づき主要なパラメータを抽

出した（表-2）．抽出した安全評価上重要度の高いパラメータ

（表-2）と状態変化と影響要因の相互関係より抽出したパラメ

ータ（表-1）を照らし合わせ，各安全機能やその状態変化に対

する機能確認ポイントを抽出した．これより，セメント系材料

における機能確認ポイントとして，核種収着性においては分配

係数を，低拡散性および低透水性においては実効拡散係数およ

び透水係数，ひび割れ関する項目（鋼材腐食に関する項目，セ

メント系材料の強度・剛性，低透水層の膨潤圧）を抽出した．

また，ベントナイト系材料における機能確認ポイントとして，

低透水性においては透水係数を抽出した． 

(2)機能確認のポイントと計測項目 

表-2 安全評価上重要度の高いパラメータ 

 

抽出した状態変化に対する機能確認ポイ

ントについて，モニタリング期間を埋戻し

までの期間｛埋設段階｝を 100 年，埋戻し

以降の期間｛保全段階｝を 300 年と設定し，

実処分施設における変化の可能性を検討し

た．これより，モニタリング期間において

実処分施設における変化としては，主とし

てセメント系材料の変質とひび割れの可能

性をあげた．さらに，その変化の可能性が

ある機能確認ポイントに対し，計測可能な

項目及び計測方法を設定した（表-3）． 

表-3 機能確認のポイントと計測項目 

4．まとめ 

中深度処分施設の長期状態評価において考慮すべき主要な現象や影響要因の相互関係を整理し，人工バリアの

安全機能に関する重要パラメータを抽出した．また，モニタリング期間において実処分施設における変化の可能

性を検討した結果，主としてセメント系材料の変質とひび割れの可能性をあげた．さらに，その変化の可能性が

ある機能確認ポイントに対し計測項目及び計測方法を設定した．なお，本報告は経済産業省資源エネルギー庁か

らの委託による「管理型処分技術調査等事業 地下空洞型処分施設機能確認試験」の成果の一部である． 
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